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① 開発した飛来予測手法については今度の発生データを蓄積して予測精度を向上させていき、最終的には
ツマジロクサヨトウの飛来予測システムの開発につなげる。

② ツマジロクサヨトウの簡易同定は今後、野外で簡便にDNA配列レベルでの同定を行える手法を開発し、
防除現場への普及を図る。

① ツマジロクサヨトウの海外からの侵入・国内の分散について、気象データを用いた流跡線解析の結果、初
侵入の際の飛来源は中国東シナ海沿岸部、関東への分散は西日本が飛来源と推定された。

② 低温下での生育限界のデータが得られ、老熟幼虫並びに蛹においてハスモンヨトウとほぼ同等の
低温耐性である事が明らかになった。

③ ツマジロクサヨトウのフェロモントラップに同時に捕獲されるクサシロキヨトウとツマジロクサ
ヨトウを複眼の微毛の有無で簡便に識別できる事を明らかにした。

④ ツマジロクサヨトウの室内飼育法を確立し、試験研究に使用する多数の個体を常に供試することが可能に
なった。
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① ツマジロクサヨトウがアフリカに侵入した際のトウモロコシの減収量が、収穫量の40〜50％と推定され、
日本国内においても適切な防除が行えない場合、非常に大きな減収になる恐れがある。本成果で、本種
の海外からの侵入及び国内移動の予測手法と本種の簡便な同定法の開発による侵入の見逃し及び防
除適期の見誤りのリスクの低減等により適切な防除が可能になる。

② ツマジロクサヨトウが加害する農作物への被害を軽減することにより、農作物の安定供給に貢献で
きる。
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【今後の開発・普及目標】
① 1年後（2020年度）は、ツマジロクサヨトウの防除マニュアルに、本課題の研究成果を反映する。
② 5年後（2024年度）は、ツマジロクサヨトウの飛来予測システムを開発しWeb上に実装する。
③ 最終的には、開発した技術を盛り込んだツマジロクサヨトウの恒常的な防除体系の構築を行い、生産現

場での防除指針とする。

2019年7月に国内で新たに発生が確認されたツマジロクサヨトウは海外において農作物に大きな被害を
与えており、日本での本種に対する防除対策を確立するためにはその生態を把握することが不可欠で
ある。本課題では、移動分散の解析手法の確立、低温下での生育限界試験、簡易同定法の開発等の
研究を行い、ツマジロクサヨトウの防除対策を確立するための手法を開発するとともに、植物防疫所や
各都道府県病害虫防除所等が活用できる生態情報等の提供を行う。
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研究終了時の達成目標

研究の主要な成果

 実用化・普及することによる波及効果及び国民生活への貢献

② 老熟幼虫及び蛹の低温条件下での生育限界試験を行った結果、６℃以下
の条件下では３０日後には死滅する。一方、９℃以上の条件下では一部の個
体の生存維持が確認出来た。

ツマジロクサヨトウの防除対策を確立することによって、ツマジロクサヨトウが加
害する農作物の安定供給に貢献できる。

今後の展開方向

① ツマジロクサヨトウの海外から
の侵入・国内の分散について、気
象データを用いた流跡線解析の
結果、それぞれの飛来源が推定
できた。日本への初侵入の際の飛
来源は中国東シナ海沿岸部、関
東への分散は西日本が飛来源と
推定され、ツマジロクサヨトウの移
動分散の実態解明が進んだ。

③ ツマジロクサヨトウのフェロモント
ラップに同時に捕獲されるクサシロキ
ヨトウとツマジロクサヨトウを複眼の
微毛の有無で簡便に識別できる事を
明らかにした。 

④ ツマジロクサヨトウの室内飼育法を確立し、試験研究に使用する多数の個体
を常に供試することが可能になった。

本研究で得られた成果を発展させ、ツマジロクサヨトウの飛来予測システム開発
や簡易同定法を含む効率的な発生予察技術の開発、などを進め、ツマジロクサヨ
トウの恒常的な防除体系の構築を行う。

図１ 2019年6月7日
南さつま市を起点とし
た後退流跡線

図２ 2019年7月28日
水戸市を起点とした後
退流跡線

図３ ツマジロクサヨトウ（左）とクサシロキヨトウ（右）
の実体顕微鏡による成虫複眼画像 目盛：0.5 mm

ツマジロクサヨトウの防除対策を確立するための手法を開発するとともに、植物防疫所や
各都道府県病害虫防除所等が活用できる生態情報等の提供を行う。


